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放
火
の
動
機
は
、
「
む
し
ゃ

く
し
ゃ
し
て
い
た
の
で
ご
み
箱

紀
火
を
つ
け
た
」
な
ど
、
防
ぎ

ょ
う
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

放
火
場
所
は
、
宅
地
内
の
建
物

の
外
壁
や
床
下
、
戸
袋
、
ご
み

箱
な
ど
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
、
股
火
を
防
ぐ
に
は
し
っ
か

り
戸
締
り
を
し
、
家
の
周
り
に

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
ろ
に
よ
る
火
災
は
、
ほ

と
ん
ど
が
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火

災
で
す
。
揚
げ
も
の
中
に
電
話

や
来
客
の
た
め
、
そ
の
場
を
離

れ
た
す
き
に
火
災
に
な
っ
た
ケ

ー
ス
で
す
。

「
う
っ
か
り
」
や

「
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
だ
け
」
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
問
題
で
す
。

三
位
の
た
ば
こ
は
、
寝
た
ば

こ
と
眠
い
が
ら
の
後
始
末
で

す
。
酒
に
酔
い
、
寝
た
ば
と
か

火
災
の
原
因
を
見
て
み
る
ら
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
た
五
十

と
、
十

一
月
末
ま
で
で
一
番
多
三
歳
の
男
性
も
お
ら
れ
ま
す
。

い
の
が
放
火
(
含
む
疑
い
)
で
ま
た
、
家
族
に
内
緒
で
吸
っ
た

二
十
三
件
、
次
い
で
天
ぷ
ら
油
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
か
ら
火
災

な
ど
と
ん
ろ
に
よ
る
火
災
が
十
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

八
件
、

一二
番
目
が
た
ば
こ
で
十
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ち
ょ
っ

三
件
、
四
番
目
が
子
供
の
火
遊
と
し
た
注
意
に
よ
り
、
未
然
に

び

八

件

で

す

。

防

げ

る

も

の

ば

か

り

で

す

。

も
う
す
ぐ
楽
し
い
お
正
月
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
幸
福
な
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
る

よ
う
消
防
本
部
で
は
、
十
二
月
二
十
五
日
(
臼
)
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
(
土
)
ま
で
の

一
週
間
を
「
歳
未
火
災
特
別
讐
戒
」
と
し
、
全
消
防
機
関
を
動
員
し
て
、
万
全
な
警
戒
態

勢
を
整
え
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

十
部
隊
を
待
機
さ
せ
る

歳
末
火
災
特
別
警
戒
は
、
消

防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
分
団

が
全
力
を
あ
げ
て
瞥
戒
態
勢
に

あ
た
り
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
本
署
を
始
め

六
出
張
所
(
海
岸

・
神
田
・
南

原

・
金
目

・
大
野

・
旭
)
と
土

屋
分
遣
所
を
含
め
た
十
部
隊

こ
部
隊
四
人
)
を
常
時
待
機

さ
せ
、
い
つ
で
も
出
動
で
き
る

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

は
し
ご
車
、
化
学
消
防
自
動
車
、

ポ
ン
プ
車
、
救
助
工
作
事
、
救

急
車
を
配
備
し
、
消
防
機
械
器

具
の
点
検
と
、
い
つ
で
も
一
時
間

以
上
稼
働
で
き
る
燃
料
を
確
保

し
ま
す
。
消
火
に
必
要
な
消
防

水
利
の
確
保
に
も
万
全
の
策
を

と
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
十
九
あ
る
消
防
分
団

も
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
午
後

八
時
か
ら
十
二
時
ま
で
各
分
団

(二
十
人
)
に

一
個
部
隊
(
十

人
)
を
待
機
さ
せ
、
車
両
の
点

検
や
初
動
態
勢
の
万
全
を
図
る

と
と
も
に
、
広
報
活
動
と
地
域

の
巡
回
響
備
を
行
い
ま
す。

乙
の
ほ
か
、
出
入
り
の
多
い

百
貨
庖
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
査

察
し
、
非
常
口
や
避
難
通
路
の

安
全
確
保
や
消
防
施
設
の
点
検

を
行
い
ま
す
。

損
害
額
は
九
月

で
二
倍
以
上
に

昨
年
一
年
間
の
火
災
件
数
は

八
十
八
件
で
、
損
害
額
は

一
億

七
百
五
十
八
万
円
で
す
。
今
年

は
、
す
で
に
十
一
月
末
現
在
で

九
十
七
件
と
、
あ
と
一
か
月
を

残
し
な
が
ら
す
で
に
九
件
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
損
害
額

も
、
九
月
末
現
在
で
二
億
二
千

七
百
三
十
二
万
円
で
す
か
ら
昨

年
と
比
較
す
る
と
、

一
億
一
千

九
百
七
十
四
万
円
の
増
加
で
、

二
倍
以
上
の
損
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。月

別
発
生
件
数
で
は
、
八
月

か
ら
十
月
ま
で
の
三
か
月
で
三

十
三
件
を
数
え
て
お
り
、
年
間

の
三
四
討
を
占
め
て
い
ま
す
。

街
頭
消
火
器
の
利
用
を

街
頭
消
火
器
は
、
市
内
に
五

千
八
百
七
十
二
本
設
置
し
て
あ

り
、
道
路
上
に
五
十
肘
間
隔
で

一
本
ず
つ
、
木
造
家
屋
の
密
集

地
区
に
は
五
世
帯
に
一
本
の
割

合
で
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

平
成
五
年
の
使
用
状
況
は
、

八
十
八
件
の
火
災
の
う
ち
、

ニ

十
五
件
三
十
九
本
の
街
頭
消
火

器
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
初
期
消
火
と
し
て
役
立

っ
た
の
は
八
件
で
、
三
二
軒
の

成
功
率
で
し
た
。
市
民
の
み
な

さ
ん
も
初
期
消
火
に
効
呆
の
あ

る
、
街
頭
消
火
器
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

時
間
帯
で
は
、
午
後
七
時
か
ら

十
一
時
ま
で
が
二
十
二
件
と
、

四
時
間
で
全
体
の
二
三
討
を
占

め
て
い
ま
す
。

と
れ
は
、
火
災
の
原
因
を
見

て
も
分
か
る
と
お
り
、
互
の
夜
、

は
い
か
い
し
な
が
ら
火
を
つ
け

る
と
い
う
放
火
が
大
変
増
え
て

い
る
た
め
で
す。

火
災
の
原
因
は

放
火
が
第
一
位

油
は
加
熱
す
る

と
自
然
発
火
を

に
は
約
三
百
四
十
度
に
な
り
、

引
火
し
ま
す
。
さ
ら
に
三
十
五

分
後
に
は
、
約
三
百
七
十
七
度

に
な
り
発
火
し
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
の
火
災
は
、
そ
の

場
を
約
三
十
分
離
れ
た
た
め
に

火
災
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、
弱
火
に
し
て
も
時

間
が
経
過
す
れ
ば
油
温
が
上
が

り
、
自
然
発
火
し
火
災
に
な
る

の
で
す
。

ま
た
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
側
面

を
、
ス
テ
ン
レ
ス
で
被
覆
し
て

あ
る
家
庭
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
長
い
間
の
熱
伝
導
に
よ
り

内
部
の
木
材
が
炭
火
さ
れ
、
あ

る
日
突
然
煙
を
発
し
、
火
災
に

な
っ
た
と
い
う
ケ
l
ス
も
あ
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
を
い
。

-

第
二
回
神
奈
川
県
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

・

'

l
ル
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
、
虫
歯
が
一
本
も

な
い
高
須
研
吾
さ
ん
(
松
風
町
・
制
歳
)
を
取
材

し
た
。
記
者
は
苅
田
勝
子
さ
ん
(
八
重
咲
町
)

• • よい歯で高須さん最優秀賞
み
な
さ
ん

「
8
0
2
0

運
動
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る

た
め
に
八
十
歳
で
二
十
本

の
歯
が
必
要
と
さ
れ
、
日

惨

本
歯
科
医
師
会
で
推
進
し

惨
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て
い
る
運
動
で
す
。
そ
の

‘

一
環
と
し
て
昨
年
か
ら
、

一

「高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン

一

ク
l
ル
」
が
行
わ
れ
て
い

一

ま
す
。
今
年
度
は
、
松
風

一

町
に
お
住
ま
い
の
高
須
研

一

五
口
さ
ん
(
八
十
四
歳
)
が
神

一

奈
川
県
の
最
優
秀
賞
を
受

一

賞
さ
れ
ま
し
た
。

一

高
須
さ
ん
に
、
こ
の
よ

一

う
な
丈
夫
な
歯
を
保
っ
た

一

め
の
心
掛
り
は
と
質
問
す

一

る
と
、

一

「何
も
構
え
て
は
い
ま
せ

一

ん
が
、
六
、
七
歳
の
こ
ろ
、

一

父
親
が
指
に
塩
を
つ
け
て

一

歯
を
磨
く
の
を
見
て
、
親

一

の
す
る
事
に
間
違
い
は
な

一

い
と
、
歯
を
磨
き
始
め
ま

一

し
た
。
歯
ブ
ラ
シ
に
、
二

一

グ
ラ
ム
位
の
塩
を
つ
悶
丈

.
・

歯
は
そ

っ
と
優
し
く
、
歯

ぐ
き
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す

る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
寝

る
前
に
磨
く
事
が

一
番
良

い
よ
う
で
す
」
と
。

次
に
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

の
き
っ
か
廿
と
、
審
査
の

様
子
は
と
の
聞
い
に
、

「

T
V
K
で
8
0
2
0
運

動
の
事
を
知
り
、
友
人
の

歯
科
医
坂
本
先
生
に
相
談

し
応
募
し
ま
し
た
。
審
査

で
は
僕
の
健
康
な
歯
に
、

先
生
方
も
び
っ
く
り
し
た

様
子
で
し
た
。
歯
ぐ
き
は

三
十
歳
代
の
状
態
な
の

で
、
歯
型
と
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
を
と
り
、
歯
科
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
の
博
物
館

に
、
永
久
保
存
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し

さ
と
、
と
ま
ど
い
を
感
じ

て
い
ま
す
」
。
さ
ら
に

「猿
の
世
界
で
は
、
物
を

か
め
な
く
な
っ
た
ボ
ス
猿

は
、
地
位
を
若
猿
に
譲
る

そ
う
で
す
。
自
分
も
い
か

に
歯
ぐ
き
を
丈
夫
に
す
る

か
を
頭
に
置
き
、

一
層
歯

を
大
切
に
し
た
い
」
と、

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
、
登
山
や
ス
キ
1
、

写
真
(
国
際
写
真
サ
ロ
ン

三
回
入
選
)
と
張
り
切
っ

て
お
ら
れ
る
ご
様
子
は
、

心
身
共
に
、

三
十
代
と
い

う
感
じ
で
し
た
。
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平
塚
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
、
二
十
日
(
火
)
ま
で

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を

行
っ
て
い
る
。

市
内
で
昨
年

一
年
間
に
起
き

た
事
故
件
数
は
二
千
三
百
六
十

{JJK;zd 二
件
で
、
二
十
二
人
の
尊
い
生

命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も

十
二
月
に
は
二
百
六
件
、
四
人

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

交
通
事
故
は
他
人
ご
と
と
考

え
ず
に
、
も
う

一
度
交
通
安
全
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冬
は
一
年
の
中
で
最
も
大
気

が
汚
れ
る
季
節
。
特
に
十
二
月

は
自
動
車
交
通
誌
の
増
加
、
ピ

ル
や
家
庭
の
暖
房
の
影
響
、
さ

ら
に
冬
特
有
の
気
象
条
件
な
ど

に
よ
り
、
有
害
な
窒
紫
酸
化
物

の
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ

る。
そ
こ
で
、
市
で
は
十

一
月
か

ら

一
月
ま
で
の
三
か
月
間
、
自

動
車
の
使
用
抑
制
な
ど
空
気
を

き
れ
い
に
す
る
行
動
を
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
呼
び
掛
貯
て
い

る
。
空
気
を
き
れ
い
に
す
る
た

し、に。っ
し、
て
考
え
て
し、
た
だ
き
た

重
点
推
進
目
標

マ
無
謀
運
転
の
追
放

年
末
は
人
の
行
き
来
が
多
く

な
り
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
や

す
く
、
先
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な

追
い
越
し
で
思
わ
ぬ
事
故
を
起

こ
し
ゃ
す
い
。
ス
ピ
ー
ド
は
控

え
め
に
し
、
時
間
に
も
ゆ
と
り

を
持
つ
よ
う
心
掛
け
よ
う
。

マ
飲
酒
運
転
の
追
放

忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
る
が
、
少
し
で

も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
や
バ
イ

ク
は
絶
対
に
運
転
し
な
い
こ

と
。
「
少
し
ぐ
ら
い
は
大
丈
夫
」

と
考
え
る
こ
と
自
体
、
す
で
に

正
し
い
判
断
能
力
を
失
っ
て
い

る
証
拠
で
あ
る
。

マ
違
法
駐
車
(
輪
)
を
し
な
い

交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
ば

め
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
普
段

の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
よ
う
。

・
通
勤
や
通
学
に
は
自
動
車
の

利
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る

・
渋
滞
の
原
因
と
な
る
違
法
駐

車
は
絶
対
に
し
な
い

・
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は

最
小
限
に
、
ま
た
駐
車
中
は
エ

ン
ジ
ン
を
切
る

・
汚
染
物
質
の
排
出
量
を
減
ら

す
た
め
暖
房
温
度
を
2
度、

3

度
下
げ
、
気
温
が
上
が
る
日
中

は
暖
房
を
控
え
目
に
す
る
な
ど

こ
ま
め
に
調
整
す
る

※
問
い
合
わ
せ
先
環
境
保
全

課
調
査
指
導
係
(
内
線
三
三
ニ
)

か
り
で
な
く
、
救
急
車
な
ど
緊

急
車
両
の
通
行
障
害
と
も
な
っ

て
し
ま
う
。

マ
子
供
と
お
年
寄
り
の
事
故
を

防
ご
う

飛
び
出
し
、
車
の
直
前
・
直

後
の
横
断
は
大
変
危
険
。
遠
回

り
で
も
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を

利
用
し
よ
う
。
ま
た
、
横
断
歩

道
を
渡
る
と
き
は
、
左
右
の
安

全
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
よ
う

心
掛
町
ょ
う
。

夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
の
外
出

も
要
注
意
。
明
る
い
色
の
目
立

つ
服
装
で
出
掛
け
よ
う
。

マ
必
ず
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を

自
動
車
乗
車
中
に
亡
く
な
っ

た
人
の
約
八
割
が
シ
1
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

統
計
結
果
が
出
て
い
る
。
着
用

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
内
の
四
割

の
人
は
命
が
助
か
っ
た
と
考
え

年
末
年
始
の
休
日
に
「
急
に

熱
が
出
た
」

「お
な
か
が
痛
く

な
っ
た
」
な
ど
、
体
の
具
合
が

急
に
惑
く
な
っ
た
と
き
に
応
急

処
置
が
受
貯
ら
れ
る
の
が

「休

日

・
夜
間
急
患
診
療
所
」
。

診
療
科
目
は
、
休
日
(
臼
暗

目
、
祝
日
、
十
二
月
二
十
九
日

か
ら

一
月
三
日
)
は
内
科
、

小
ら
れ
て
い
る
。
運
転
手
だ
町
で

な
く
全
員
が
シ
1
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
る
よ
う
に
し
よ
う
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
母
の
会
や
ミ
ス
七

夕
な
ど
が
、
交
通
安
全
標
語
入

り
使
い
捨
て
懐
炉
と
飲
酒
運
転

追
放
の
ち
ら
し
を
配
る
。

マ
日
時
ロ
月
日
日
(
木
)
午

後
3
時
5
4時
却
分

マ
場
所
紅
谷
パ
1
ル
ロ
1
ド

都
市
計
画
の

説
明
会
と
縦
覧

工
業
団
地
の
造
成
を
計
画
し

て
い
る
東
豊
田
地
区
の
市
街
化

区
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域

の
変
更
、
用
途
地
域
の
変
更
、

道
路
の
変
更
お
よ
び
地
区
計
画

の
決
定
に
つ
い
て
の
説
明
会
と

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
次
の
と

お
り
行
う
。

-
脱
明
会

マ
日
時
ロ
月
別
日
(
水
)
午
後

7
時

1
9時

マ
会
場
豊
田
公
民
館

-
図
書
の
縦
覧

マ
期
間

1
月

6
日
(
金
)

1
初
日
(
金
)
の
平
日

・
時
間

午
前
8
時
叩
分
5
午

後
5
時

マ
会
場

・
県
都
市
計
画
課
(
電
話
附
|

加
|
一
一
一
一

)

・
市
都
市
計
画
課
(
内
線
四
一一

九
)入

札
参
加
の
登
録
を

平
成
七
・
八
年
度
の
物
品
関

係
と
建
設
工
事
関
係
の
入
札
参

加
登
録
手
続
き
の
日
程
が
決
ま

っ
た
。
入
札
参
加
を
希
望
す
る

業
者
は
、
登
録
の
手
続
き
を
。

な
お
、
す
で
に
取
り
引
き
を
し

て
い
る
業
者
も
更
新
の
手
続
き

が
必
要
と
な
る
。

マ
用
紙
の
配
布

・
期
間

1
月
口
臼
(
火

)
1

2
月
刊
日
(
金
)
の
平
日

・
時
間
午
前
9
時
3
1時
初

分
と
午
後
1
時
3
4時

マ
頒
布
金
額

1
部
四
百
円

マ
場
所

・
物
品
関
係

(
物
品
、
印
刷
、

休
日
・
夜
間
急
患
診
療
所

健康保険誌を

児
科
、
外
科
、
お
よ
び
歯
科
(
歯

科
は
昼
間
の
み
)
。
平
日
(
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
)
の
夜
間
は
内

科
と
小
児
科
。
な
お
、
土
曜
日

の
夜
間
に
は
外
科
の
診
療
も
受

vdh
榊
m
m
-

'
~山
H
B
j

一
d

同
MMd
摘
が
守

司，
r
d

r

J
IA
 

.‘
 

貯
ら
れ
る
。

受
付
時
間
は
、
休
日
の
昼
間

が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十

一

時
三
十
分
と
午
後

一
時
三
十
分

か
ら
四
時
三
十
分
。
休
日
お
よ

ピ
ル
清
掃
な
ど
の
入
札
参
加
を

一
・
工
事
関

係

建

設
総
務
課

希
望
す
る
業
者

・
市
民
病
院
関

一
契
約
係
(
内
線
四
三
八
)

係
を
含
む
)

管
財
採
用
度
担

一
※
い
ず
れ
も
受
付
ロ
は
別
に
指

当
(
内
線
二
二
一
ニ
)

一
定
す
る

住
宅
用
地
を
変
更
し
た
方

土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
う
ち
、
住
宅
の
敷
地
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
百
平
方
M

未
満
の
宅
地
の
諜
税
標
準
額
は

六
分
の
一
に
、
ま
た
二
百
平
方

針
を
超
え
る
宅
地
の
課
税
標
準

額
は
三
分
の

一
と
な
る
。
次
に

該
当
す
る
土
地
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、

二
月

一
日
(水
)
ま

で
に
申
告
を
。

マ
申
告
を
必
要
と
す
る
土
地

①
平
成
6
年
1
月
2
日
か
ら
7

年
1
月
1
日
ま
で
に
農
地
・
山

林
等
を
転
用
し
、
ま
た
は
住
宅

用
地
以
外
の
宅
地
か
ら
住
宅
用

地
と
な
っ
た
も
の
②
前
記
と

同
じ
期
間
に
、
住
宅
用
地
か
ら

非
住
宅
用
地
と
な
っ
た
も
の

※
住
宅
用
地
と
は
専
用
住
宅
、

ま
た
は
併
用
住
宅
の
敷
地
に
利

用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
を

ぴ
平
日
の
夜
間
は
午
後
七
時
か

ら
十
時
三
十
分
。

こ
の
診
療
所
は
、
あ
く
ま
で

も
急
患
を
対
象
に
応
急
処
置
を

施
す
と
こ
ろ
な
の
で
、
初
診
・

再
来
と
い
う
よ
う
に
通
院
し
た

り
、
休
日
ご
と
に
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
症
状

が
重
い
場
合
や
入
院
が
必
要
な

場
合
は
、
二
次
救
急
病
院
を
紹

介
、
ま
た
は
搬
送
し
て
い
る
。

利
用
す
る
場
合
は
、
診
療
所

に
電
話
を
か
け
る
か
直
接
来
所

す
る
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
必

ず
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

-
住
所
平
塚
市
中
里
山
川
番
口

号
(
春
日
野
中
学
校
北
側
)

-
電
話

M
|
O

三
二

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
毎
年

一
月
一
日

現
在
の
償
却
資
産
を
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
例
年
、
申
告
時
期
が
近
づ

く
と
窓
口
が
混
雑
す
る
の
で
、

で
き
る
だ
げ

一
月
二
十
日
(
金
)

ま
で
に
申
告
を
。

マ
対
象
と
な
る
償
却
資
産

土
地
・
家
屋
を
除
く
事
業
用

有
形
資
産
(
備
品
・
工
具
・
機

械
装
置
な
ど
)
で
、
そ
の
減
価

償
却
費
が
所
得
計
算
上
、
損
金

ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
車
両

で
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
除

/
¥
。

マ
申
告
期
限
一
月
三
十
一
日

(
火
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係
(
内
線
二
九

ご

ヰ

期
期
期
期
期
期
)
…

叫
旦

z
q

A噌
守

'
n
v
n
w
d
q
o
q
o
'
ν
R
H

獄

第
第
第
第
第
第
同

一

手

(
(
(
(
(
(
四
日

料

叩

山

…

足

数

月
F

Jm

料
手

2
ぃ

津
川

数

額

料

]

十

D

税
料
手
定
用

主

鰍
縛

犠

一一品蹴
制
川

紬
n

s
f
税
康
金
尿
尿
水
最
…

象
民
健
年
し
し
下

期

ぃ

用

対
県
民
民
掃
掃
共

納

川

刊

M
Aマ
市
国
国
情
泊
公

令

い
』つ

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
二
八
八
)

償
却
資
産
の
申

告
は
4
1
月
却
日

市
民
相
談
室

(市
役
所
)
お
l
一
一
一
一
・
内
線
二
九
三

。
人
権
法
律
相
般
・
行
政
相
践
ロ
月
初
日
(
火
)
、

1
月
刊
日

(火
)
日
時
4
3
M
時

。
一
般
法
律
相
談
ロ
月
泣
日
(木)、

1
月
日
目
(水
)
日
時

sm

時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
談

1
月
日
日
(
金
)
日
時

s
m時

。
住
宅
相
談

ロ
月
初
日
(
火
)
、

1
月
口
臼
(
火
)
日
時

3
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
桜

1
月
9
日

(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
摘
取
引
相
桜
ロ
月
四
日
(木)、
1
月
四
日
(
木
)
日
時
却

分

t
M時

。
定
例
年
金
相
談

1
月
ロ
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜
日
9
時
t
M時

。
一
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
1
M時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三

一
一

。
青
少
年
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M時

。
悩
み
ご
と
は

砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
グ
お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
曜
目
9
時

sm時
却
分

(
土
曜

日
は
日
時
1
M時
却
分
)

様福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
敵

1
月
ロ
日
(
木
)

日
時
加
分
1
日
時
加
分
、
予
約
制

。
生
活
支
媛
相
餓
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
加
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
棺
敵
毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
加
分
3
口
時

。
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
叩
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時

。
家
庭
児
童
相
験
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
i
M時

。
婦
人
相
股

1
月
ロ
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
餓
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
却
分
1
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(嶺
響
小
学
校
北
側
)

お
l
六
O
一
二

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
1
口
時
(
電
話
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
3
土
曜
日
9
時
3
口
時
)
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平
成
五
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ひ
ら
つ
か
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
」。

市
役
所
へ
の
届
貯
出

や
手
続
き
方
法
、
施
設
の
利
用

方
法
な
ど
の
ご
案
内
を
自
動
的

に
音
声
で
お
伝
え
し
て
い
る
。

電
話
さ
え
あ
れ
ば
、
年
中
無

休、

二
十
四
時
間
欲
し
い
情
報

が
引
き
出
せ
る
と
の
シ
ス
テ
ム

の
利
用
件
数
は
、
既
に
ニ
万
三

千
件
を
超
え
て
い
る
。
一
番
利

用
が
多
い
の
は
、
総
合
公
園
内

に
あ
る
各
施
設
の
利
用
案
内
。

利用方法
1.あらか じめ利用したいコ ー

ド番号を確認する

県総合体育大会で準優勝した

山城中学枝女子新体操部の演技

そ
の
後
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
住
民
登
録
や
戸
籍
届
出
な

ど
の
暮
ら
し
の
情
報
な
ど
が
三

百
項
目
続
い
て
い
る
。

人
気
の
高
い
項
目
や
、
年
来

年
始
に
多
く
利
用
さ
れ
る
項
目

の
コ
ー
ド
番
号
を
紹
介
す
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

な
お
、
コ
ー
ド
表
は
ス
タ
ー

ト
時
に
お
配
り
し
て
あ
る
が
、

新
し
い
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
を
来
年
四
月

一
日
に
も
う

一

度
お
配
り
す
る
予
定
。

2.ft24-6161に 電話 する

3.利用 案 内 が 流 れ る ので、案

内に従い「ピッJと いう管が

鳴ったらコー ド議長きをブッ

シュ、またはダ イ ヤルずる

4.と、希望の内容が流れる

そのまま5.終了する ときは、

電話を切る

7136 
7139 
7141 
7142 
7143 
7220 

百
計
自
由
形
三
位

マ
住
崎
一賊
洋
(
春
日
野
)
県

総
合
体
育
大
会
剣
道
の
部
個
人

三
位

マ
福
田
玲
香
(
金
旭
)
県
総

合
体
育
大
会
剣
道
の
部
個
人
三

位マ
石
黒
し
の
ぶ
(
土
沢
)
県

総
合
体
育
大
会
砲
丸
投
げ
=一位

マ
久
保
智
(
旭
陵
)
県
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
百
十
M
ハ
ー

ド
ル
で
優
勝

マ
宮
高
智
之
(
土
沢
)
全
日

本
通
信
陸
上
競
技
県
大
会
の

一

年

一
千
五
百
討
で
二
位

マ
木
下
さ
だ
よ
(
神
明
)

全

国
選
抜
水
泳
体
育
大
会
県
予
選

会
の
二
百
計
背
泳
ぎ
三
位
。
全

国
選
抜
水
泳
体
育
大
会
二
百
計

背
泳
ぎ
に
出
場

市.• 
T~ d i 

13jj:霊:
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豪i 萎委
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7241 
7260 
7261 
7280 
7291 
7300 
7301 
7323 

7820 
7821 
7823 
7830 

人気ベスト 5 主義 :二以22副長い
1位 総合体育館温水プーJlバ利用案内 7635 ・寝たきり老人の入浴サーピス

2位 平塚競技場イベント情報 7811 ・痴呆性老人の日中入所

3位 休日 ・夜間急患診療所 7020 ・老人ホームへの短期入所

4位総 合体育館トレーニングルーム ・健康市民病院の外来受診

利用案内 7633 .住まいと暮らし

総合体育館イベント情報 7812 ・市民活動災警補償保険制度

・防犯街路'灯の球切れの修理
そのほかの主な項目 .市道の維持補修

4・暮 らしの手続 き ・下水巡がつまったら

-住民真実の等しの謂求 7033 ・し尿くみ取りと臨時くみ取り

・戸籍謄・抄本の諦求 7034 ・ごみの分別収集と臨時ごみ

-赤ちゃんが生まれたら(出金属) 7040 ・ごみの収集日

・家族が亡くなったとき{死亡届) 7041 ・水道管の漏水修緯

・結婚するとき(婚姻届) 7042・イベ ント情報

・印鑑鐙録 7050 ・美 術 館

・印鑑証明の請求 7051 ・博物館

.福祉 ・中央公民館

・デイサービス 7132 ・競輪開制 臼

5位

教
育
委
員
会
で
は
、
み
な
さ

ん
の
日
ご
ろ
の
文
芸
活
動
の
成

果
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
市
民

文
芸
「
冬
の
部
」
の
作
品
を
募

集
す
る
。
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
全
作
品
は
、

「耳
の
部
」
の
応

募
作
品
と
合
わ
せ
て
来
年
三
月

に
冊
子
と
し

て
発
行
さ
れ

る
。
奮
っ
て
ご
応
募
を
。

マ
部
門
お
よ
び
題

・俳
句
「
麦
の
芽
」、
「恥
町
駅」

3
句
ま
で

・
短
歌
「
冬
の
雑
詠
」

2
首

ま
で

-
Hμ
剖叩
V

句
ま
で

「
福
」
読
み
込
み

マ
佐
藤
結
香
(
金
旭
)
市
総

合
体
育
大
会
剣
道
の
部
で
三
年

連
続
優
勝

マ
旭
陵
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
男
子
市
総
合
体
育
大
会
で

五
年
連
続
優
勝

マ
浜
岳
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
女
子
県
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
新
人
大
会
三
位

3 

-
詩
「
現
代
詩
」
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
2
枚
以
内

1
編

ま
で

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
要
領

・
未
発
衰
の
本
人
の
作
品
に
限

る・
部
門
ご
と
に
別
の
は
が
き

(
詩
は
原
稿
用
紙
)
を
使
う

・
か
い
習
で
明
確
に
m
u
く

・
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
は
は
が
き
の
表
(
詩
は
別

紙
)
に
書
く

・
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
勤

務
先
(
学
校
名
)
を
暫
く

マ
締
め
切
り

1
月
9
日
(
月
)

必
着

マ
応
募
先

〒
加
平
塚
市
豊
原

町
2
l
m
平
塚
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
(
内
線
五
二
四
)

七
夕
の
日
程

7
月
7
日
か
ら
日
日

来
年
、
第
四
十
五
回
目
を
迎

え
る
「
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

つ
り
」
の
日
程
が
決
ま
っ
た。

開
催
期
間
は
、
七
月
七
日

(
金
)
か
ら
十

一
日
(
火
)
ま
で

の
五
日
問
。

・
問
い
合
わ
せ
先
商
業
観
光

課
観
光
係
(
内
線
五
四
九
)

菊
花
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
を

第
三
十
五
回
平
塚
市
菊
花
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
年
聞

を
通
し
て
丹
精
を
込
め
た
作
品

が
、
小
学
生
の
も
の
を
含
め
二

百
七
十
点
出
展
さ
れ
た
。

入
賞
さ
れ
た
主
な
方
々
は
次

の
と
お
り
。
な
お
、

〈
〉
は
品

種

名

。

(

敬

称

略

)

・
県
知
事
賞
〈
国
華
の
幸
〉

清
田
美
弼
(
大
島
)
、
盆
聾
の
部

・
市
長
賞
〈
天
女
の
袖
〉
杉

崎
松
市
針
(大
磯
町
)
、
第

一
次
切

り
花
の
部

・
県
議
会
議
長
賞
〈
清
見
の

灯
〉
杉
崎
松
勇
(
大
磯
町
)
、
第

二
次
切
り
花
の
部
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市

役

所

の

窓

口

に

行

か

な

く

前

市

民

窓

口

セ

ン

タ

ー

で

は

、

て

も

市

の

諸

証

明

が

受

凶

り

ら

れ

土

曜

日

の

午
前
九
時
か
ら
午
後

る
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
。
六
月

O
時
三
十
分
ま
で
住
民
票
の
写

に

オ

ー

プ

ン

し

た

大

神

公

民

館

し

と

印

鑑

登

録

証

明

曹

の

み

発

内
と
な
で
し
こ
公
民
館
内
の
ニ

行
し
て
い
る
。

か

所

を

合

わ

せ

て

、

現

在

十

五

マ

取

り

扱

い

が

で

き

る

も

の

か
所
で
業
務
を

'

s

t

l

I
B
-
-
-

住
民
票
の
写

布

行
っ
て
い
る
。

怒

仁

セ

、

J
C
J
l

¢

薬

開

し

、

印

鑑

登

録

一

こ
れ
か
ら
四

1
1

4

li
li-
-

-

・

1

i
l-
-

|

|

証
明
宮
、

戸
籍

ル

月

に

か

け

て

は

窓

口

が

混

雑

す

謄

・

抄

本

、

戸

籍

の

附

謀

、

身

日

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の

で

、

分

証

明

曹

、

年

金

現

況

届

、

税

相

お

近

く

の

市

民

窓

口

セ

ン

タ

ー

務

諸

証

明

書

、

母

子

健

康

手

帳

九

を

ご

利

用

い

た

だ

き

た

い

。

の

交

付

な

ど

叫

叩
マ
開

設

場

所

な

で

し

こ

、

大

※

問

い

合

わ

せ

先

市

民

課

証

白

山
野

、

昔

、

神

田

、

大

神

、

城

明

窓

口

係

(内
線
一
一一
一一一一
)

〕

品
、
岡
崎
、
金
田
、
金
目
、
土

屋
、
吉
沢
、
旭
雨
、
旭
北
の
各

公
民
館
内
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
金
目
商
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー
(
東
海
大
学
湘
南
校
舎
同
窓

会
館
内
)
、
お
よ
び
駅
前
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー

(
M
Nピ
ル
十

階
)

マ
開
設
時
間
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
十
二
月
二
十
九
日

1
一

月
三
日
は
休
み
)
。
た
だ
し
、
駅

平塚市成人式
ポップス ・ファンタジツクLIVE
すてきな笑顔でいつまでも・.....
・遠野舞子プロフィール
歌手デビュー以前より、雑誌のグラビア・カレン

ダ一等のモデルで活服。

第 25回新宿音楽祭銅賞授賞

Visual Queen of The Year '93アイドル部門に

選出。ビーJレ会社のイメージキャラクター として

活臨中

・前回ナオトプロフィール
TU B E  (前回獲鱒)の顔そっくり。歌まねは本物のTUBEコ ンサートを
思わせるダイナミックさノテレビ東京系第 52回全日本そっくり大貸出場。そ
の他 各 種イベントパーテ ィーなどに出演している

平摩 市 は 、 成 人 となられ疋みなさん
を お迎えして前途を祝福するととも
に、定 くま しく生 きることを醤うつど
いとして平塚市成人 式を開きます。

と き 1月15日〈祝〉
午前10時30分---12時
平塚市総合体育館
第 1部 式典

第 2部 アトラクション
ポップス・ファンタジック
L I V E 

遠野舞子・前回ナオト
・問い合わせ 青少年練(餓話32-7029)

と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
(昨
年
は
優
勝
)
。
神
奈
川
新
体

対
象
は
、
全
国
大
会
に
出
場
、
操
競
技
選
手
権
大
会
で
優
勝

ま
た
は
関
東
大
会
・
県
大
会
で
マ
伊
原
尚
映
(
山
城
)

県
総

三
位
以
内
に
入
賞
し
た
学
校
・
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
の
部
二

個
人、

お
よ
び
市
の
大
会
で
五
百
計
自
由
形
で
優
勝

年
連
続
同
じ
団
体
種
目
に
慢
勝
マ
福
原
直
也
(
山
城
)
県
総

し
た
学
校
、
並
び
に
三
年
連
続
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
の
部
百

同
じ
種
目
に
優
勝
し
た
個
人
。
れ
平
泳
ぎ
で
優
勝
。
全
国
選
抜

今
年
度
は
、
四
つ
の
団
体
と
水
泳
体
育
大
会
県
予
選
会
の
百

個
人
十

一
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

計
平
泳
ぎ
、
お
よ
び
二
百
計
平

受
賞
団
体
・
個
人
は
次
の
と
詠
ぎ
で
二
位

お

り

。

(

敬

称

略

)

マ

定

岡

樹

(

春

日

野

)

全

国

マ
金
旭
中
学
校
女
子
剣
道
部
選
抜
水
泳
体
育
大
会
県
予
選
会

県
総
合
体
育
大
会
で
優
勝
。

百
M
川
平
泳
ぎ
、
お
よ
び
二
百
計

昨
年
も
同
大
会
で
三
位
入
賞
し

平
泳
ぎ
で
優
勝
。
全
国
体
育
大

平

成

六

年

度

の

平

塚

市

中

学

一

れ

は

、

中

体

連

の

各

大

会

な

ど

て

い

る

会

水

泳

の

部

に

出

場

校
体
育
連
盟
(
中
体
連
)
ス
ポ
一
に
お
い
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
マ
山
城
中
学
校
女
子
新
体
操
部
マ
杉
山
亮
(
春
日
野
)

全

国

l
ツ
優
秀
賞
が
決
ま
っ
た
。
こ

一
た
学
校
や
個
人
を
表
彰
し
よ
う
県
総
合
体
育
大
会
で
準
優
勝
選
抜
水
泳
体
育
大
会
県
予
選
会

会場
催 し物



(4) 

マ
年
末
ロ
月
お
日
(
水
)
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集

平成6年寸 2月寸 5日

年
末
は
大
掃
除
の
季
節
。
そ
の
た
め
出
さ
れ
る
と
み
の
最
も
多
く
な
る
が
、
年
末
年
始
は
ご

み
収
集
が
休
み
と
な
る
の
で
、
う
っ
か
り
収
集
日
を
間
違
え
る
と
正
月
を
、
ご
み
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
年
末
年
始
の
ご
み
の
出
し
方
を
よ
く
確
認
し
、
決
め
ら
れ
た
日

時
・

場
所
に
忘
れ
ず
に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
し
尿
の
く
み
取
り
日
も
確
認
を
。

燃
せ
る
ご
み

広報ひらつか

今
年
は
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

お
配
り
し
て
あ
る
「
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
ど
お
り
の
収
集
と
な

る
。
年
末
は
十
二
月
三
十
日

(
金
)
ま
で
、
年
始
は
一
月
四

日
(
水
)
か
ら
収
集
を
行
う
。

各
地
区
別
の
収
集
日
は
次
の

と
お
り
。

A'月
・
木
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
却
臼
(
木
)
ま
で

マ
年
始

1
月
5
日
(
木
)
か
ら

av火
・
金
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
金
)
ま
で

マ
年
始

1
月
6
日
(
金
)
か
ら

av水
・
土
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
訪
日
(
水
)
ま
で

マ
年
始

1
月
4
日
(
水
)
か
ら

・
月
・
水
・
金
曜
日
収
集
地
区

マ
年
来
日
月
初
日
(
金
)
ま
で

マ
年
始

1
月
4
日
(
水
)
か
ら

燃
せ
な
い
ご
み

マ
年
末
ロ
月
羽
目
(
水
)
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始

1
月
4
日
(
水
)
か

ら
平
常
ど
お
り
収
集

第 54守号

資
源
再
生
ご
み

の
収
集
日

マ
年
始

1
月
5
日
(
木
)
か

ら
平
常
ど
お
り
収
集

臨

時

ご

み

マ
年
末
ロ
月
却
日
(
木
)
ま

で
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
の
受

貯
付
目
は
ロ
月
例
日
(
土
)
ま

で
な
の
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は

年
明
吋
の
収
集
と
な
る

マ
年
始

1
月
5
日
(
木
)
か

ら
平
常
ど
お
り
収
集

事
務
所
の
ご
み

事
務
所
や
庖
舗
な
ど
か
ら
出

る
ご
み
は
、
事
業
主
が
自
ら
処

理
す
る
こ
と
が
原
則
。
し
か

し
、
燃
せ
る
ご
み
の
み
、
希
望

が
あ
れ
ば
少
量
に
限
り
一
般
家

庭
の
ご
み
収
集
日
に
併
せ
て
有

料
で
収
集
す
る
。
環
境
衛
生
業

務
部
へ
お
申
し
込
み
を
。

-
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
業
務
課

(内
線
五
三

O
)
へ

ご
み
の
持
ち
込
み

処
理
施
設
広
直
接
持
ち
込
む

こ
と
も
で
き
る
(
有
料
)
。

-
燃
せ
る
ご
み

大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

(
電
話
回
|
六
六
一
五
)
へ

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
金
)
の

午
前
中
ま
で
受
け
付
け

マ
年
始

1
月
4
日
(
水
)
か

ら
平
常
ど
お
り
受
貯
付
目

-
大
型
ご
み
、
有
害
ご
み

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
(
電

話

n
l四
五
五
七
)

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
金
)
の

午
前
中
ま
で
受
廿
付
け

マ
年
始

1
月
4
日
(
水
)
か

ら
平
常
ど
お
り
受
け
付
け

し

尿

マ
年
末
ロ
月
却
日
(
木
)
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始

1
月
5
日
(
木
)
か

ら
平
常
ど
お
り
収
集

臨
時
く
み
取
り

各
家
庭
の
く
み
取
り
は
二
十

日
間
隔
で
行
っ
て
い
る
が
、
年

末
年
始
の
休
み
の
聞
に
二
十
日

目
と
な
る
家
庭
の
中
で
、
次
の

収
集
日
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い

家
庭
に
限
っ
て
臨
時
く
み
取
り

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

マ
受
付
期
間

ロ
月
四
日
(
月
)

3
幻
自
(
水
)

マ
受
付
場
所
環
境
衛
生
管
理

課
(
市
役
所
新
館
3
階
)

マ
持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
手

数
料
三
百
六
十
円
、
し
尿
く
み

取
り
確
認
カ
1
ド
(
ピ
ン
ク
色
)

・
し
尿
収
集
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
管
理
課

(
内
線
=
四
二
)
へ

ご
み
の
減
量
化
に
協
力
を

市
で
は
、
限
り
あ
る
資
源
を

有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
分
別

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

資
源
化
率
は
全
国
で
も
非
常
に

高
い
水
準
を
保
っ
て
い
る。

そ
の
た
め
、
平
塚
市
最
後
の

ご
み
埋
め
立
て
地
と
い
わ
れ
る

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
第
一
期
分
も
三
年
間
延
命

さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
二
期
分

の
工
事
に
取
り
か
か
る
な
ど
厳

し
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

お
歳
暮
や
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
季
節
だ
が
、
贈
り
物

の
余
分
な
包
装
は
断
る
な
ど
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
小
さ
な
行

動
の
積
み
重
ね
が
ご
み
を
減
ら

し
て
い
く
。
私
た
ち
が
出
す
ご

ごみの分類の仕方
市ではごみ の分別収集をしている。決められた

目、時間(午前 7 時~8 時30分)、場所を守って

出していただきたい。

み
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
見
直

し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

-
不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い

買
っ
た
も
の
は
長
く
使
う
こ

と
が
第
一
。
ま
た
、
買
い
物
に

は
買
い
物
袋
を
持
っ
て
い
き
、

余
分
な
包
装
は
断
る
。

-
生
ご
み
処
理
器
の
利
用
を

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
肥
料
に
変
え
る
生
ご
み
処
理

器

(
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
)
の
あ
っ

せ
ん
販
売
を
し
て
い
る
。
申
し

込
み
は
環
境
衛
生
業
務
課
へ
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
お
う

ご
み
を
資
源
再
生
ご
み
と
し

て
出
す
だ
貯
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

は
成
り
立
た
な
い
。
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
た
再
生
品
を
ロ
い
、
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル

の
輪
が
つ
な
が
る
。

・
物
品
の
有
効
利
用
を

市
で
は
不
用
品
登
録
制
度
を

設
防
、
物
品
の
有
効
利
用
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
(
六
面
参

照
)
。
ご
利
用
を
。

ご
み
減
量
化
婦
人

の
会
地
球
環
境
賞

ご
み
の
資
源
化
、
減
量
化
を

行
政
と
と
も
に
進
め
て
い
く
た

め
設
立
さ
れ
た
平
塚
市
ご
み
減

量
化
婦
人
の
会
が
「
か
な
が
わ

地
球
環
境
賞
」
を
受
賞
し
た
。

「
も
の
を
大
切
に
す
る
」
「
ご

み
を
出
さ
な
い
」
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
定
着
を
図
る
た
め
の
活

動
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
・
使
用
済

み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
事
業
な

ど
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

た
も
の
。

古 中氏
新聞、雑酷、段ボール、牛乳

資
パック、紙箱など

i原 主主き缶、やかん、 トタン板、

再
金 臨 類

石油ストーブ、鉄くずなど

生

一
び 人ノ 頬 酒や飲料水、調味料のびん

」

み 布 類 衣料品、カーテンなど

てんぷら油 使用済みのもの

台所ごみ、植木片、板くず、

燃 せ る ー み 枯れ葉、紙おむつ、靴、スポ」

ンジ、座布団など

茶わんや皿などの瀬戸物類、

ペットボトル、使い捨てカイ

燃 せないご み 口、傘、かばん、仮ガラス、

電球・蛍光灯、ばげつ、洗面

器、小型地気器具類など

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

湘南海岸公園
の周辺を歩く
山川小夜子さん(花水台)

普
か
ら
の
友
人
を
誘
い
、

二
人
で
週
三
回
く
ら
い
の
ベ

ー
ス
で
散
歩
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
湘
南
海

岸
公
園
を
歩
く
の
と
、
花
水

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
大
磯
港

ま
で
の
防
波
堤
沿
い
を
歩
く

二
つ
で
す
。

普
段
は
忙
し
い
時
間
の
中

で
生
活
し
て
い
る
た
め
、
つ

い
自
転
車
や
車
を
利
用
し
て

し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
こ
う

し
て
歩
い
て
い
る
と
四
季

折
々
の
長
色
の
移
り
変
わ
り

が
自
の
高
さ
で
十
分
楽
し
め

ま
す
。
家
々
の
庭
の
花
の
つ

ぼ
み
が
色
付
き
、
そ
し
て
咲

き
、
散
っ
て
い
く
様
や
、
緑

濃
い
初
泣
か
ら
秋
ま
で
は
、

木
々
の
色
合
い
の
変
化
な

ど
、
自
然
の
紫
晴
ら
し
さ
に

吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。

湘
南
海
岸
公
園
で
は
、
青

い
芝
生
と
土
の
上
を
歩
く
気

持
ち
良
さ
を
味
わ
い
ま
す
。

大
磯
ま
で
の
コ
1
ス
で
は
、

相
模
湾
を
眺
め
な
が
ら
潮
の

香
り
、
風
、
光
、
渡
の
う
ね

り
を
、
ま
た
天
気
の
良
い
日

は
遠
く
大
島
や
江
の
島
ま
で

の
眺
望
を
楽
し
み
ま
す
。
自

然
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
素
晴
ら

し
さ
は
、
心
を
休
め
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

一
時
間
強
の
コ
1
ス
で
約

一
万
歩
を
目
標
に
、
こ
れ
か

ら
も
無
理
を
せ
ず
、
体
が
続

く
限
り
平
塚
の
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
干
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1
平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課

「私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

第41田市内一周駅伝競走大会

1月8日(日)
午前8時30分スタート

スタート平塚競技場
. z符1区

平塚競技場一城島小学校前
.第 2区

域島小学校前一大住中学校 前
.第 3区

大住中学校前ー みずほ小学校前 5.0km
.第 4区

みずほ小学校前一吉沢小学 校前 7.0km
.第 5区

吉沢小学校前一 山城中学校

全長

6.6km 

7.4km 

5.9km 
31. 9km 

電話31ー3060体育課※問い合わせ

時日

第42[9]新年女性のつどい講演会

1月21日(土)

午後 l時30分~

会場中央公民館ホール

講 師見城美枝子さん

。 申し込み 往復はがきに住所、氏名、年
齢、電話番号を記入し、「〒254平塚市室
町 3-1 (MNピル10階)女性行政推進
議」へお申し込みを。(1人 1枚)ただ
し、先若700人まで。なお、一時保育を希
望される方は、お子様の氏名、年齢、性
別の記入を。

翼民男性の参加を歓迎

・問い合わせ女性行政推進窓電話21-7500

あなたにとって家族とは

時日

〈プロフィール〉見城美枝子
早稲田大を事業し、 TBSにアナクンザーと
して入社。のちフリーになり、 JNN系テレ
ピ海外取材需組を担当、 50か凶を筋肉。



(5) 平成6年寸 2月 15日

E殴圃・E三ヨ・・3ヨ
会冬休みこども人形劇「青い鳥」

劇団「なるにあ」の出演による楽し

い人形劇。ぜひご観賞を。

・日時 12月27日(火) 午前の部は10

時30分から、午後の部は14時30分から

・会場 中央図自館 3階ホール

-定 員各130人(先哲順)

-入場券 当日、午前 ・午後の部とも

開演20分前にとども室で配布

会 「平塚の浮世絵j展

・期間 1月 7日(土) -20日 (金)

・場所 中央館 3階参考室

会映画会

。 12月18日 (日) 10時、 14時、中央館

「雪渡り」

iLOST ANIMALSJ 
。 12月25日(日) 10時、 14時 、 中 央 館

「マッチ克りの少女」

「ディズニーの空とぷマウス」

カビデオ映画会

。 1月 8日(日) 10時、 14時、中央館

「若草物語、不思議の国のアリスj

「検索くんJのご利用を一一~一、

本 を探 したい時は、利用者用コ

ンビューター「検索くん」で調べ

よう。画面の指示に従って撮作を

すれば、岱名や著者名から本の場

所が分かる。どうぞご利用を。

広綴ひらつか 第 541号

.資源再生ごみ
1>古 紙

・箱類は聞いて体積を減らし、小

さい紙類は袋に入れる

-牛乳パックは洗って、聞いて、

乾かしたあと30枚程度をひもで

たばねて出す。ガムテープなど

は使わず、雨の日は出さない

1>金属類

・包丁は紙にくるんで「刃物」と

表示する。かみそり、針などは

缶に入れて中身を表示する

・自転車は「ごみ」であることを

表示する

・スプレー缶は完全に使い切って

から穴を聞けて出す

bぴん類

-びんは中身を~~.こして、出すと

きはかごの中に横にして入れる

(赤い線の下まで)

・蛍光灯、電球は燃せないごみに

じ〉てんぷら油

・かずを取り除き、きちんとふた

が締まるペットボトルに入れて

専用の緑色の入れ物へ出す

・びんなどへは入れない

起盟よJ

てんぷら油

@燃せるごみ
庭
木

6 

1>庭木などは太さ 5cm以下であれ

ば長さ30cmに切り、小さくまと

め 1固 に 3束まで出すことがで

きる

1>じゅうたん、マット レス、布団

などは座布団の大きさ (60X60 

m以下)に切れば出すととがで

きる。これより大きい物は臨時

ごみに

1>台所ごみは水をよく切ってから

出す

.燃せないごみ
1>乾ttl:r也は燃せないごみの臼に専

用の容器に出す。ボタン型勉池

は販売1苫に返す

.・・.・・・・..・・.・・4・.・・・4・・・・・・4・・・.・~ ..þ~砂4・・・4・・・

。 「月面遊覧IIJ
月面のクレーターや海などの地形を

迫力ある大画面ビデオで紹介。

・投影日 1月 8日(日)までの土・

日曜日(冬休み中は水 ・木曜日も)

・時間 11時と14時の 2回

。地球のしっぽ

自には見えない磁気圏の尾を解説。

・投影日 1月14日(土)-3月12日

(回)の土 ・日暇臼

・時間 11時と14時の 2回

会寄贈品コーナー

(臼)

会漂着物を拾う会
平塚海岸で動物 ・植物・人工物を集

めて調べよう。(参加自由 ・雨天中止)

・日時 1月14日(土)9時30分-ll時

・鈍 合 花 水川橋平塚側たもと

。休館日 毎週月眼目、 12月28日-1

月 4日

。博物館

〒254浅間町12-41 電話33-5111

E E理佐軍医事33・
台こども美術教室1II

-持 ち 物 粘土ぺら

・費用 1.000円(材料資)

・申込期限 1月15日 (祝)

会青年料理教室

-日程 1月13日-2月24日の毎週金

昭日(全 7回)

・時間 19時-21時

・会場 中央公民館澗理実習室

・対象 日校生以上30歳以下の男女

・定良 30人(先治順)

-持ち物エプロン、筆記用具

・費用 3.500円(材料費)

-申込期限 1月 8円(臼)

。休館日 毎週月I胞口、 12月23臼、 12

月 28日-1月 4日

。青少年会館

〒254浅間町12-41 電話32ー7029

|美術館l
;食市民アートギャラリー

【親と子による写生会作品展】

・期間 12月22日(木) -25日(日)

【井上絵画教室作品展】

・期間 12月22日(木) -25日(日)

【お散歩クローディ 】

・期間 1月 5日(木)-10日(火)
【コミックーアート展】

粘土で動物などの像を作ろう。 : ・期間 1月 5日(木) -8日(臼)

・臼程 1月22日-3月12臼の毎週日 j 【飯柴祥生 油絵個展】

晦日(全 8回) : ・期間 1月II日(水) -17臼(火)

・時間 10時-12時 :<>休館日 毎週月曜日、 12月28日- 1

@ r考古部門:平寧の遺跡探索ー最新 :・会 場 青少年会館美術室 :月 4日

:調査の成果ーJ :・対 象 小学 4年生 ~中学 3年生 ~ <>美術館
「古代遺跡を探す会」の 1年間の採集 j ・定員 20名(先む順) : 〒254西八幡1-1-3 電話35-2111

・・・・.・.・・4・4・・・・4・・・・・・・4・・.・・・・・4・・・・・.・・4・・4・・・4・4・・4・4・・4・・・・.・・.・4・・・.・・・・.・.・4惨
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